
資料１

令和 4年度

地域まちづくり推進事業補助金を

受給して実施された事業報告

※北星まちづくり地域福祉ネットワーク事業

「北の散歩道」環境保全事業

については，市への実施報告が完了しておりません。



様式第５号－２（第１２条関係）

地域まちづくり推進事業実施報告書

１ 事業実施者 団 体 名 北星６地区防災事業実行委員会

２ 事業の名称 北星６地区防災事業

３ 実施期間 令和４年８月１０日 から 令和４年１１月３０日 まで

４ 事業内容 ※ 事業内容詳細については，第2回まち協会議にて報告済み

５ 成果と課題

＜成果＞

・子どもでも参加しやすい内容としたため，親子連れの参加者が多く，現役世代

を巻き込むことに成功した。

・日本公衆電話会といった，これまで参加がなかった団体を加えることができた

ので，内容自体に目新しさを生じさせることができた。

＜課題＞

・実行委員会が予想してた以上に，参加者があったため，一部スムーズにい

かない部分があった。適切な人員配置などを，今後に向けて，検討してい

く必要がある。

・多世代の参加を促すため，町内会等への案内をしっかり行っていく必要が

ある。



様式第５号－３（第１２条関係）

事業の名称

団体名

１　収入の部 （単位：円）

科　目
予算額
(Ａ)

差
(Ｂ－Ａ)

収入内訳

補助金 65,000 -11,722 旭川市地域まちづくり推進事業補助金

合　計 65,000 -11,722

２　支出の部 （単位：円）

科　目
予算額
(Ａ)

決算額
(Ｂ)

左のうち
補助対象経費

差
(Ｂ－Ａ)

支出内訳

消耗印刷費 47,870 42,980 42,980 -4,890
チェキ及びフィルム代　 　　19,280円
周知チラシ作成代　　　　　　5,806円
その他　　　　　　　　　　 17,894円　　

通信運搬費 2,000 0 0 -2,000

食糧費 13,000 10,298 10,298 -2,702
会議お茶代　　　　　　　　　1,515円
防災フェア当日担い手お茶代　8,783円

使用料 2,130 0 0 -2,130

合　計 65,000 53,278 53,278 -11,722

　収　支　決　算　書

北星６地区防災事業

北星６地区防災事業実行委員会

決算額
(Ｂ)

53,278

53,278



様式第５号－２（第１２条関係）

地域まちづくり推進事業実施報告書（案）

１ 事業実施者 団 体 名 北星まちづくり地域福祉ネットワーク

２ 事業の名称 北星まちづくり地域福祉ネットワーク事業

３ 実施期間 令和４年８月５日 から 令和５年３月３１日 まで

４ 事業内容

＜今年度の事業内容＞

「やさしい福祉のまち通信」の発行

※ 別紙参照

冊子を16,000 部作成し,３月１７日のライナーにて，北星地域内で全戸配布

を行った。

５ 成果と課題

＜成果＞

・地域に福祉に関する情報（地域まるごと支援員・高齢者施設についての説明）

を提供することができた。

・全戸配布としたことで，町内会未加入世帯にも，届けることができた。

・冊子内容を検討する中で，地域福祉に関する情報交換を行うことができた。

＜課題＞

・冊子作成以外でも，地域福祉に貢献できるような内容を検討していく必要

がある。

・より地域住民に興味を持っていただける冊子内容について検討していく必

要がある。



様式第５号－３（第１２条関係）

事業の名称

団体名

１　収入の部 （単位：円）

科　目
予算額
(Ａ)

差
(Ｂ－Ａ)

収入内訳

補助金 135,000 -81,722 旭川市地域まちづくり推進事業補助金

合　計 135,000 -81,722

２　支出の部 （単位：円）

科　目
予算額
(Ａ)

決算額
(Ｂ)

左のうち
補助対象経費

差
(Ｂ－Ａ)

支出内訳

消耗印刷費 93,000 126,406 126,406 33,406 冊子印刷代，冊子折り込み代

使用料 10,000 1,850 1,850 -8,150 実行委員会会場使用料

食料費 5,000 2,933 2,933 -2,067 実行委員会お茶代

通信運搬費 24,200 0 0 -24,200

保険料 2,800 0 0 -2,800

合　計 135,000 131,189 131,189 -3,811

　収　支　決　算　書

北星まちづくり地域福祉ネットワーク事業

北星まちづくり地域福祉ネットワーク

決算額
(Ｂ)

53,278

53,278



様式第５号－２（第１２条関係）

地域まちづくり推進事業実施報告書

１ 事業実施者 団 体 名 「北の散歩道」環境保全事業実行委員会

２ 事業の名称 「北の散歩道」環境保全事業

３ 実 施 期 間 令和４年７月１日から令和５年３月３１日まで

４ 事 業 内 容

○事業概要

【「北の散歩道」を考えるワークショップ】

令和４年７月１６日（土） 午後２時～午後４時

北の散歩道の可能性を考えるワークショップを開催。学生から高齢者まで，

幅広い年代の参加者が集い，「北の散歩道」の将来像について話し合いを行っ

た。この場で出された意見を実現できるよう，事業計画を立てた。

参加者数 ３０名（実行委員含む）

【「秋を楽しむ，二足早い，はろうぃんin北の散歩道」】

令和４年１０月１６日（日） 午後１時～午後３時３０分

「北の散歩道」を舞台に，ハロウィン仮装してのウォーキングと子ども縁日

を開催した。多くの参加者があったことから，「北の散歩道」の魅力を広める

ことができたと考えている。

参加者数 約２５０名（実行委員，担い手含む）

【大有小学校での総合的な学習の時間】

令和４年１０月２１日（金） 午前９時３０分～午後１２時

大有小学校の３年生が，「ジャックオランタンづくり」「たたき染め」「北の

散歩道沿いの伐採」を体験する学習の指導を行った。

【腐葉土づくり】

大有小学校，北海道教育大学旭川校，北門児童センター，地域住民と協働で，

北の散歩道の落ち葉を材料に腐葉土づくりを実施。出来上がった腐葉土は，地

域で配布する他，北の散歩道沿いの畑で活用する予定である。

参加者数 約２０名（大有小学校児童を除く）

５ 成果と課題

○成果

・「北の散歩道」について，様々な意見を募り，今後の活動指針を整えること

ができた。

・多世代型イベントを開催した結果，若い世代にも「北の散歩道」について興

味を持ってもらうことができた。

・地域住民，大学生，大有小児童，講師等，様々な方が関わる参加型のまちづ

くりにつながる活動となった。

・児童と地域で活躍する住民が直接関わることで，地域のつながり，関わり合

いの大切さの理解につながった。

・腐葉土づくりの活動を通し，環境保全の意識向上や，自然の循環について児

童の学習意欲向上を図ることができた。



○課題

・今年度は「北の散歩道」を中心とした住民主体の取組を通じ，連携の輪をよ

り拡大することができたが，規模の拡大化に伴い，担い手不足が懸念される。

より多くの団体との連携を模索する必要がある。

・SNSなどを活用し，情報発信力を高めていく必要がある。



様式第５号－３（第１２条関係）

事業の名称

団体名

１　収入の部 （単位：円）

科　目
予算額
(Ａ)

差
(Ｂ－Ａ)

収入内訳

補助金 120,000 △ 628 旭川市地域まちづくり推進事業補助金

合　計 120,000 △ 628

２　支出の部 （単位：円）

科　目
予算額
(Ａ)

決算額
(Ｂ)

左のうち
補助対象経費

差
(Ｂ－Ａ)

支出内訳

消耗品費 52,600 70,358 70,358 17,758 マキタ純正バッテリー，チラシ印刷代他

委託料 40,000 0 0 △ 40,000

賄材料費 20,000 23,106 23,106 3,106 いももち代他

使用料 4,400 9,770 9,770 5,370 実行委員会会場使用料他

食料費 3,000 8,728 8,728 5,728 実行委員会お茶代他

交通費 0 2,000 2,000 2,000 ボランティア交通費

手数料 0 2,500 2,500 2,500 北海道収入証紙代

保険料 0 2,910 2,910 2,910 ボランティア保険料

合　計 120,000 119,372 119,372 △ 628 　

　収　支　決　算　書

「北の散歩道」環境保全事業

「北の散歩道」環境保全事業実行委員会

決算額
(Ｂ)

119,372

119,372


